
●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！
 ブックスタートとは、赤ちゃんに絵本の読み聞かせをし、その後、本をプレゼントする取り
組みです。２００４年から親子の絆を深めるために始まりました。赤ちゃんに絵本の読み聞
かせをすることで、読んでいる人の声やぬくもりが伝わり、赤ちゃんが愛されていると感じ
るため、絆が深まります。この取り組みの良さを知ってもらうため、図書館の方やボラン
ティアの方が4カ月検診が終わったお母さんと赤ちゃんに実施しています。
　ブックスタートは、「本をたくさん読む子になってほしい、本を好きになってほしいという
わけではなく、おもちゃの一つとして、コミュニケーションをとる道具の一つとして本に親
しんでほしい」という思いが込められていると司書の方から教えてもらいました。
　私はこの取り組みの目的が、本を好きになってもらうためだと思っていましたが、絵本
を読む人と見る人をつなぐものだとあ
らためて知ることができました。
 また、ブックスタートを終えたお母さん
が「赤ちゃんが、しっかり話を聞いてくれ
てよかったです。こういう取り組みはす
ごくいいと思いました」と笑顔で話して
くれました。お母さんと赤ちゃんの笑顔
を生み出すブックスタート。幸せあふれ
る田原市であるために、これからも続け
ていってほしいと感じました。

中学生職場体験　私が取材しました！
～ブックスタートでコミュニケーションをとろう！～

かず　み

髙橋 和深くん

２歳
小中山町

泉中学校２年
鵜飼紗奈

（広報秘書課）
☎22‐0138

［投稿者］

渥美半島観光
ボランティアガイド

の会

ふるさと
ボランティアガイド
たはらの風

［投稿者］

　田原市には観光ボランティアガイドの会が２つあります。今回は、私たち２団体の活動を
ご紹介します。

●渥美半島観光ボランティアガイドの会 （商工観光課☎23‐3522）
　私たちは、田原市の自然や歴史、産業など
の魅力を紹介し、温かいおもてなしをすること
を目的に活動しています。会員１２名で、主に
伊良湖周辺で観光ガイドを行っています。
　恋路ヶ浜から伊良湖岬灯台を回り、道の駅伊
良湖クリスタルポルトへ到着するコースでは、
海浜植物やコースに設置されている「いのりの
磯道」などについて解説しています。観光客の
皆さんは、私たちの話を聞きながら、素晴らし
い景勝地を見たり、この地域の魅力を知ったり
と、大変満足していただいている様子です。
　８月と１１月には、ガイドを学ぶ研修会を開催します。田原市の観光資源を解説するポイン
トを学ぶことができますので、興味のある方はぜひ、ご参加ください。

◇観光ガイド研修会
【伊良湖周辺の植物】日時：８月21日（月）午前10時～11時30分　
【鷹の渡り】日時：１０月2日（月）午前9時～10時30分
【集合場所】恋路ヶ浜駐車場 幸せの鐘前
【申し込み】開催日の2週間前までに、住所・氏名・年齢を明記の上、ＦＡＸ・Ｅメールにて
【申し込み先】商工観光課　　22-3817  　syoko@city.tahara.aichi.jp

●ふるさとボランティアガイドたはらの風（渥美半島観光ビューロー☎23-3516）
　私たち会員１３名は、主に田原市街地や蔵
王山展望台で観光ガイドを行っています。
　毎週日曜日の午前中には、三河田原駅で定
点ガイドを実施し、駅からのおすすめコースな
どを案内しています。田原の街並みは歩いて
いるだけで歴史を感じることができますの
で、市民の皆さんもぜひお出かけください。

※詳細は、いずれも渥美半島観光ビューロー
のＨＰをご覧ください。
　 http://www.taharakankou.gr.jp/

心を込めて、声の架け橋32年。

▲広報紙の取材の様子

▲観光客に案内するボランティアガイド

▲観光客に案内するボランティアガイド

松永 颯真くん
そう　ま

１歳
東赤石

安藤 大志くん
たい し

1歳
浦町
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